
プログラムプログラムDBDBでは、フォーマットを整備するとともでは、フォーマットを整備するととも
に、企業がに、企業がCSRCSR活動として実践する環境学習プログ活動として実践する環境学習プログ

ラムを主としてラムを主として105105事例を収集した。事例を収集した。

新たに教具新たに教具DBDBを構築し、合計を構築し、合計5959事例を収集し、プ事例を収集し、プ

ログラムログラムDBDBとの連携を図った。との連携を図った。
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プログラムプログラムDBDBおよび教具および教具DBDBの整備・拡充の整備・拡充

プログラム開発フローの改善プログラム開発フローの改善

従来の開発フローに教具従来の開発フローに教具DBDBの活用を追加した。の活用を追加した。

アイディアの洗い出しや流れの支援手法としてアイアイディアの洗い出しや流れの支援手法としてアイ

デア・シナリオシートを開発・導入した。デア・シナリオシートを開発・導入した。
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企業連携プログラムの開発・実践企業連携プログラムの開発・実践
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企画・構成を評価するシナリオポイント、学習効果企画・構成を評価するシナリオポイント、学習効果

を評価するエコチェック、それぞれの開発・改善・検を評価するエコチェック、それぞれの開発・改善・検
証を行った。証を行った。
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自身の環境配慮行動に自身の環境配慮行動に
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環境配慮行動を環境配慮行動をCO2CO2削減量で評価削減量で評価

新たな環境配慮行動の提案新たな環境配慮行動の提案
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（企画・導入・普及）（企画・導入・普及）
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基礎情報の入力基礎情報の入力
システムのメンテナンスシステムのメンテナンス

日本電気㈱日本電気㈱日本電気㈱

エコチェックのシステム概要エコチェックのシステム概要

LSALSA手法手法

採用採用

エコチェックエコチェックエコチェック

小学校小学校小学校

中学校中学校中学校

イベント会場イベント会場イベント会場

家庭家庭家庭

企業企業企業

高校高校高校

大学大学大学

早稲田環境教育推進機構早稲田環境教育推進機構
（企画・導入・普及）（企画・導入・普及）

環境学習プログラム・教具DBを構築し、環境学習の体系的整理を行ない、両者の連携を図る。

グリーンコンシューマー育成を目指し、企業連携を主とした環境学習プログラムを展開する。
学生主体型プログラムの開発・実践を通じ、実施側初心者のための支援システムを検討する。
環境学習プログラムの企画・構成および学習効果の評価手法の高度化を行なう。

エコチェックの概要エコチェックの概要

プログラム開発フロープログラム開発フロー

企業連携型教具として、エコライフゲーム・プロダ企業連携型教具として、エコライフゲーム・プロダ

クトライフゲームを開発し、小学校などでの展開をクトライフゲームを開発し、小学校などでの展開を

図った。図った。
大手グローバル大手グローバルITITシステム系企業と連携したプロシステム系企業と連携したプロ

グラムの共同開発・実践を行なった。グラムの共同開発・実践を行なった。

エコライフゲームの様子エコライフゲームの様子 企業連携プログラムの様子企業連携プログラムの様子

早稲田大学環境総合研究センター 最終更新日時２００９年４月３０日

新たな環境配慮型都市の開発に関する包括的研究

題目
実践的な環境学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開発と地域密着型CSR対応に関する研究

～ ｸﾞﾘｰﾝｺﾝｼｭｰﾏｰ育成のための環境学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開発とその評価 ～

著者 永田勝也、小野田弘士、塩田真吾、金子幸平、杉田大亮


